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目的： 

日本国内の 20 代から 30 代の生殖年齢の女性の喫煙率は、アジアの他の国々と比較して高い傾向がある。しかし、これまで、妊

婦の喫煙歴と出生児の先天性形態異常の関連を調べた大規模な研究は行われていなかったため、両者の関連について検討す

ることとした。 

 

方法： 

妊婦の喫煙状況は妊娠前期に配布した質問票より、出生児の先天性形態異常は、出産時と 1 か月健診時の診断情報をカルテ

転記にて情報収集した。妊娠中の喫煙状況を「吸ったことがない」、「吸っていたが妊娠前にやめた」、「吸っていたが妊娠に気づ

いてやめた」、「喫煙している」の 4 群に分け、「吸ったことがない」群を対照として、各群における先天性形態異常の発症のオッズ

比を多変量ロジステック回帰分析により算出した。 

 

結果： 

喫煙と先天性形態異常の情報がある 91，626 例を対象とした。「吸ったことがない」群に対し、「喫煙している」群において、トリソミ

ー(調整オッズ比 2.14; 95% 信頼区間, 1.15-3.97)及び何らかの先天性形態異常(調整オッズ比 1.35; 95% 信頼区間, 1.09-1.67)の

オッズ比が統計的に有意に高かった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究より、妊婦の喫煙歴は出生児のトリソミーや何らかの先天性形態異常の発症の増加と関連することが明らかとなった。本

研究の限界として、トリソミーのオッズ比上昇については、出生前診断による判定があったことで本調査から脱落した対象者によ

る選択バイアスである可能性を否定できない。また、本研究の喫煙歴は自己申告であり客観的なデータではないこと。「何らかの

先天異常」というアウトカムは、31 種類の先天性形態異常を取り扱ったが、これらを 1 つのカテゴリーにして解析したことが挙げら

れる。 

 

結論： 

妊婦の喫煙歴は出生児のトリソミーや何らかの先天性形態異常の発症の増加と関連していた。今後は、妊婦の喫煙により先天

性形態異常がもたらされるメカニズムの解明が期待される。 

 


